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〈天曆三年八月十四日にぞうせさせ給ひにける。正一位贈せさせたまふ。〉

　　　　　太政大臣實賴
〈小野宮殿。安和三年五月十八日薨、七十一、贈正一位。〉

これ忠平のおとゞの一男におはします。小野宮のおとゞと申しき。御母寬平法皇の御むすめ。大
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